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概要
TNFD の紹介
自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）は、財務やビジネス面での意思決定において自然を考慮
する必要性への認識が高まっていることを受けて、2021年に設立されました。TNFDは、常に変化する
自然関連リスクと機会を組織が報告し行動を起こせるようにするためのリスク管理と情報開示に関するフ
レームワークを開発し提供することを使命とする、グローバルで市場主導型のイニシアチブです。世界の
金融の流れを自然にとってマイナスの結果からプラスの結果へとシフトさせるようサポートすることを究
極の目的と考えています。
TNFDは、フレームワークのベータ版を何度かリリースして、市場参加者その他のステークホルダーから
フィードバックを得たり、パイロットテストを実施したりしてもらい、幅広いナレッジ・実践パートナー
から専門的意見を得るという、オープンイノベーションの手法を取っています。
ベータ版 v0.1が 2022年 3月に、ベータ版 v0.2が 2022年 6月にリリースされていますが、タスクフォー
スは今後ベータ版フレームワークの v0.3と v0.4をそれぞれ 2022年 11月と 2023年 2月にリリースし	
た後、2023年 9月に最終提言を発表する予定です。

TNFD フレームワーク – 概要
TNFD フレームワークのベータ版 v0.1

TNFDフレームワークの初回のベータ版には、次の 3つのコア要素が含まれていました。
•	 市場参加者が自然関連リスクと機会を評価し情報開示する際に用いることを TNFDが推奨する、自然
を理解するための基本的な概念と定義の概要

•	 企業や金融機関が自然関連リスクと機会の評価を企業戦略やリスク管理プロセスに組み入れ、報告や
情報開示に関係するものを含めて経営判断や資本配分に関する判断に役立てるためのガイダンス

•	 自然関連リスクと機会に対する TNFDの開示提案（草稿版）

TNFD フレームワークのベータ版 v0.2

この TNFDフレームワークのベータ版 v0.2は、v0.1をベースとしています（図 1）。v0.2でもフレームワー
クの 3つのコア要素は変更されていません。様々な市場参加者やその他ステークホルダーから寄せられた
フィードバックをもとに、ベータ版 v0.2ではいくつか改善を加えたほか、以下の 3点を追加しました。
•	 指標と目標のアーキテクチャの初回草稿と、依存関係と影響の指標に関するガイダンスと一群の指標
例

•	 個別ガイダンスへの推奨アプローチ
•	 	LEAP-FIの更新版
これらの追加分は、TNFDフレームワークのベータ版 v0.2を全面的に反映させた TNFDのインタラクティ
ブなオンラインプラットフォームにも含まれています。

概要
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TNFDのインタラクティブなオンラインプラットフォームは現在、
TNFDフレームワークのベータ版 v0.2を全面的に反映したものとなっています。

フレームワークの更新と並び、タスクフォースは補完的ガイダンスとケーススタディも発表しています。
• 2022年 7月から 2023年 6月 1日まで実施されるパイロットテストのための、追加のパイロットテス
ト用ガイダンス。

• TNFDの LEAPアプローチの「診断」フェーズに含まれる、企業の依存関係と影響の分析（E3と E4）
に関する追加のガイダンス（草稿版）。

• TNFDの LEAPアプローチの「発見」フェーズに含まれる、自然との接点と優先地域の特定（L2と
L3）に関する追加のガイダンス（草稿版）。

•	 林業に従事する仮想企業への LEAP適用に関する最新のケーススタディと、関連する指標とデータソー
ス。これは、TNFDのベータ版 v0.1と合わせて最初にリリースされた、TNFDデータ・ディスカッショ
ンペーパー記載のケーススタディを発展させたものです。

図 1：ベータ版 v0.1と v0.2の概要

LEAP-FIアプローチ

自然を理解するための基本

TNFDの開示提案（草稿版）

指標と目標へのTNFDのアプローチ（草稿版）

個別ガイダンスへのTNFDのアプローチ

自然関連リスクと機会を評価するためのLEAPプロセス

変化なし
更新
新規

TNFDフレームワークのベータ版v0.2

依存関係と影響の指標に関するガイダンス（草稿版）
概要
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2022 年 3 月にリリースされたベータ版 v0.1 に寄せられたフィードバック
ベータ版 v0.1のリリース以来、タスクフォースには幅広い市場参加者から数多くのフィードバックが寄
せられました（下枠参照）。全体的には市場参加者は TNFDのオープンイノベーションのプロセスを歓迎し、
フレームワークの初回ベータ版の各部は有用であると報告しています（図 2参照）。

•	 ベータ版フレームワークは、70か国以上の方々から 3万回以上オンライン閲覧され、ベー
タ版フレームワークの TNFDのオンラインポータル（framework.tnfd.global）を通じて、
または直接、37か国の 138の組織や個人から、内容に関するフィードバックが 500件以上
寄せられました。

•	 金融機関や、消費財、産業、公益、素材セクターなど様々なセクターの企業、さらには公共機関、
学術・研究機関、企業団体、政府間・市民社会・自然保護団体などから回答が寄せられました。

•	 このうち 70件は、詳細かつ定性的なフィードバックでした。
•	 残る 68件は、TNFDフレームワークの各要素の有用性に関する定量的なフィードバックで
した。

•	 国名が明かな回答だけでも、アフリカ、アジア、欧州、中東、北米、オセアニア、南米など
の 37か国からフィードバックが寄せられています。

•	 フィードバックが多かった上位 10か国は順に、英国、日本、オーストラリア、フランス、米国、
カナダ、シンガポール、ブラジル、ドイツ、ノルウェーでした。

•	 	TNFD事務局はまた、様々なセクターと国々で、市場参加者へのアウトリーチを行い、フィー
ドバック・ミーティングを開催しました。

図 2：v0.1の各部の有用性に関するフィードバック

自然を理解するための基本

TNFDの開示提案（草稿版）

LEAPアプローチ
今後開発を進める優先分野

フレームワークのパイロットテスト
エンゲージメント

極めて有益 まあまあ有益 あまり有益でない
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フィードバックから上がった数多くの要改善点は、主に 3つのテーマにまとめることができます。
•	 もっと個別のガイダンス、特に、LEAPアプローチに関連した「ハウツー」ガイダンスや、より多くの
ケーススタディや事例があると役立つ。

•	 フレームワークの v0.1に記載されていたコア要素のいくつかの技術面（定義、開示提案、LEAPアプロ	
ーチ）には、一層の開発と明確化が必要である。

•	 様々な視点や市場経験を取り入れ、科学的根拠に基づきつつ実践的なフレームワークとなるように、
TNFDは引き続きあらゆるステークホルダー、地域と関りを持ち、アウトリーチを広げるべきである。

フィードバックは適宜、更新されたこの v0.2版と付属文書に反映されています。フィードバック提供者
から寄せられたその他の多くの重要点は、現在タスクフォースが検討中であり、今後の改訂版に反映され
ていきます。

指標と目標への TNFD のアプローチ
自然関連の測定と目標設定に関する v0.2版における TNFDのアプローチは以下の通りです。
•	 業界横断的な指標カテゴリーを含む、自然関連インディケータ、指標、目標のための、統合された包
括的なアーキテクチャ

•	 パイロットテストで自然関連の依存関係と影響を評価するための、ガイダンス（草稿版）と、一群の
インディケータと指標例

•	 目標設定のための初期検討事項
指標と目標に対する TNFDのアプローチは、主に 6つのデザイン特徴を中心に構築されています。
1.	 報告作成者が、経営判断（何を開示するかを含む）に資するために内部の評価目的で用いる「評価指標」
と、報告書利用者のための外部への情報開示に用いる「開示指標」を区別する

2.	 気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）のアプローチと整合し、基準設定機関から出されてい
るものを基とする、セクター横断的な指標にまずは焦点を当てる

3.	 	TNFDフレームワークの v0.1版で導入された LEAPアプローチに続き、エンド・ツー・エンドの自然
関連リスク管理と情報開示を支援できるように構成する

4.	 セクター内、またセクター間の互換性を確保するため、世界共通の一群の「コア」開示指標（詳細は
今後のベータ版で提供）を提供する一方で、各セクター特有のニーズや、各国で異なる規制要件を反
映させた、「追加」開示要件に対応する必要性も認識する

5.	 科学的知見、データ、測定の革新性と報告要件のさらなる発展を取り入れ、常に目的に適ったものと
すべく、測定アーキテクチャの定期的な見直しを可能にする

6.	 グローバル生物多様性フレームワーク（GBF）や、科学的根拠に基づく目標ネットワーク（SBTN）が
開発する企業目標設定アプローチのような、新しい世界及び各国の政策目標設定フレームワークと整
合させる

概要
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図 3：LEAPアプローチにおける指標の種類

対応指標

ステークホルダー・エンゲージメント（TNFDの開示提案に沿ったもの）

優先地域特定の指標 影響と依存関係の指標

評価指標

リスクと機会の指標

開示指標 
コア指標 追加指標

発見する　自然との接点L
診断する　依存関係と影響E

評価する　重要なリスクと機会A
準備する　対応し報告するP

L1
ビジネスのフットプリント

当社の直接の資産とオペレーションはどこにあるのか、当社に関連するバリューチェーン（上流と下流）活動はどこにあるのか？

L2
自然との接点

これらのアクティビティが接点を持っている生物群系や生態系はどれか？
各地域の生態系の現在の完全性と重要性は何か？

L3
優先地域の特定

当社組織が、生態系の完全性が低い、生物多様性の重要性が高い、および／あるいは水ストレスを抱えている地域であると評価された生態系と相互作用しているのはどこか？

L4
セクターの特定

どのセクター、事業部門、バリューチェーン、アセットクラスがこのような優先地域で自然と接点を持つか？

E1
関連する環境資産と生態系サービスの特定

各優先地域で行われている自社のビジネスプロセスと活動は何か？各優先地域でどの環境資産と生態系サービスに依存関係あるいは影響があるか？

E2
依存関係と影響の特定

各優先地域において、当社の事業全体に関わる自然関連の依存関係や影響は何か？

E3
依存関係の分析

各優先地域における自然への依存関係の規模、程度はどの程度か？

E4 影響の分析
各優先地域における自然への影響の規模、程度はどの程度か？

A1
リスクの特定と評価

当社の組織に対応するリスクは何か？

A2
既存リスクの軽減と管理

既存のリスクを軽減・管理するアプローチで、すでに適用しているものは何か？

A3
追加リスクの軽減と管理

追加で検討すべきリスク軽減・管理行動は何か？

A4
重要性の評価

重要なリスクと、TNFDの開示提案に沿って開示すべきリスクは何か？

A5
機会の特定と評価

この評価によって明らかになる、自社のビジネスにとっての自然関連の機会は何か？

P1
戦略とリソース配分

この分析の結果、下すべき戦略とリソース配分の決定は何か？

P2
パフォーマンス測定

どのように目標を設定し進捗度を定義・測定するのか？

戦略とリソース配分

開示アクション

P3 報告
TNFD開示提案に沿って、何を開示するのか？

P4 公表
自然に関する開示はどこで、どのように提示するのか？

指標と目標に関するガイダンスの開発をコラボレーションにより段階的に進めることで、自然関連の指標と目
標設定へのアプローチは、今後のベータ版フレームワークではより具体性を増していきます。	
2022年 11月と 2023年 2月にリリースされる v0.3と v0.4のベータ版では、リスク、機会、対応の評価指標、
開示指標、目標設定について、さらなるガイダンス（草稿版）が TNFDより提供されます。タスクフォースは、
2023年 9月の最終版 v1.0までは「コア」と「追加」の開示指標について最終決定を行いません。

タスクフォースは、2023年 9月の最終版 v1.0までは「コア」と「追加」の開示指標について最終決定を
行いません。

TNFD 目標設定のための初期検討事項
概念的には、指標と目標（およびデータ）は、グローバル（協調的な国際政策のレベル）、ナショナル（国内規
制と法律のレベル）、ローカル（ビジネスが自然と接する生態系のレベル）の 3つのレベルで揃える必要があり
ます。
気候変動へのグローバルアクションに関しては、この「行動のためのアーキテクチャ」がすべて開発済みですが、
自然の喪失に取り組み、自然の損失に対応するグローバル目標を実現するための協調的なグローバルアクショ
ンに関しては、行動のためのアーキテクチャはほとんど出来上がっていません。TNFDは、グローバル、ナショ
ナル、ローカルのレベルで自然関連目標を開発する国際的な関係者を巻き込み、協調的なアクションとなるよ
う促しています。

概要
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グローバルレベルでは、TNFDは環境関連の「持続可能な開発目標」や、CBD（国連・生物多様性条約）の COP15 

（第 15回締約国会議）での採択に向け交渉中の、「ポスト 2020生物多様性枠組」との整合性を目指しています。
組織レベルではまた、TNFDは SBTN（自然のための科学的根拠に基づく目標）が開発中の企業目標設定アプロー
チとの整合性を目指します。

個別ガイダンスへの TNFD のアプローチ
多くの市場参加者が、自然関連リスクと機会の評価は新しく、馴染みがないと明言しています。TNFDはセクター
別のガイダンスだけでなく、領域別、生物群系別、自然関連問題別の、追加ガイダンスが必要だとのフィードバッ
クを受け取りました。
そのため、TNFDは以下の構成で個別の提言とガイダンスの開発に取り組みます（図 4）。
1.	 セクター別：組織が事業を行う経済セクターに合わせたガイダンス。（追加ガイダンスの開発に用いる、

TNFD提案のセクター分類と優先セクターは、v0.2に記載されています。今後発表される v0.3と v0.4で、
追加のガイダンスを開発していきます）

2.	 自然関連問題別：様々なセクターの特定の組織に関係する、特定の自然関連問題（依存関係、影響、リスク、
機会）に合わせたガイダンス。（v0.2ではまだ開発されておらず、今後の改訂版に追加されます）

3.	 領域別：TNFDが定義する自然領域（海、淡水、陸、大気）にリンクし、おそらく生態群系別ともなるガイダンス。
（v0.2ではまだ開発されておらず、今後の改訂版に追加されます）

図 4：TNFDの個別ガイダンスの体系

セクター別
金融非金融

問題別 領域別
依存関係影響リスク機会

海淡水陸大気

TNFDの一般的な提言／ガイダンス

セクター別ガイダンスのための TNFD のセクター分類とセクターの優先順位付け
TNFDフレームワークのベータ版 0.1における開示提案（草稿版）は、セクターとは関係なく、金融機関と企業
の両方に適用されます。組織の明確な特性にあわせて個別のガイダンスを提供しようという TNFDの最初の試
みにより、LEAPの 2つのバージョン：法人（法人としての金融機関を含む）向けの LEAPと、特に資本の提供
者もしくは管理者としての金融機関向けにカスタマイズされたバージョンである、LEAP-FIが開発されました。
LEAP-FIは v0.2版で更新されています（下記参照）。

概要
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セクター分類への TNFD が提案するアプローチ
TNFDが提案する非金融セクターの分類は、SASB（サステナビリティ会計基準審議会）が開発した持続可能
な産業分類システム ®（SICS®）に基づき、持続可能性リスクと機会の同一性で企業をグループ分けするも	
ので、ISSB（国際サステナビリティ基準審議会）が持続可能性開示のために開発しているグローバルベース
ラインに取り入れられています。TNFDは、ISSBが開発中のこの新しいグローバルベースラインにできるだ
け整合させるように、SICS® を採用しました。
TNFDが開発する個別ガイダンスは、様々なセクターや業界の分類スキームとの互換性を持たせて設計され
ます。
金融セクターについては、TNFDは TCFDが特定し定義した 4つの主要な金融サービス産業（銀行、保険会社、
資産運用会社、資産所有者）別にガイダンスを提供し、さらに多くの自然ホットスポットを含む新興国市場
での自然関連融資に重要な役割を果たす開発金融機関向けのガイダンスも追加で提供する予定です。

TNFD が提案する優先セクター
TNFDは非金融の優先セクターと、金融の優先セクターの初期リストを作成しました。非金融セクターにつ
いては、TNFDは 8つのテーマ別セクター、13のサブセクター、18の業界に対して優先的に今後セクター
別ガイダンス／提言を開発していきます。すべての非金融セクターが自然関連リスクと機会の影響を受けて
いることを TNFDは認識してはいますが、TNFDの初期優先リストには、自然との依存関係と影響が他に比
べて大きく、財務的な影響を受けやすいセクターと業界が含められます。また、セクターの潜在的な機会、
すなわち自然への影響を回避または軽減したり、自然の回復に貢献したりすることによって、組織と自然に
とってプラスの結果を生み出す活動も考慮されます。8つのテーマ別セクターは以下の通りです。
•	 食品と飲料
•	 再生可能資源と代替エネルギー
•	 インフラ

•	 採掘、鉱物加工
•	 ヘルスケア
•	 資源変換

•	 消費財
•	 運輸

また、上記の 5つの金融業界セクターも、追加ガイダンスを優先的に開発すべきセクターと考えられて	
います。

LEAP-FI の更新
フレームワークのベータ版 v0.1では、TNFDは企業と金融機関の両方に、LEAPと呼ばれる内部リスク・機
会評価アプローチを使うよう提案しました。この詳細を記した「ハウツー」ガイダンスは、TNFD設立の準
備フェーズで得られた広範なフィードバックに基づいて開発・提案されましたが、多種多様な市場参加者	
から、何を報告・開示するかだけでなく、企業やポートフォリオのリスク管理プロセスにどのように自然へ
の配慮を組み入れるかについても、ガイダンスがあると嬉しいとの意見をいただきました。
金融サービスセクターのニーズは特殊であるとの認識から、3月にリリースされた TNFDフレームワークの
ベータ版 v0.1には、資金の提供者もしくは管理者としての金融機関向けの LEAPアプローチ（LEAP-FI）が
含まれていました。今回の改訂版 v0.2には、3月にリリースされたベータ版に置き換わる、LEAP-FIの改良バー
ジョンが含まれています（図 5）。
ベータ版 v0.1で示された LEAPアプローチの 4つのフェーズ（発見、診断、評価、準備）に加え、LEAP-FI

の v0.2には、金融機関が金融ポートフォリオを評価する際の優先順位付けと注力点を定めるのに役立つ一
連のスコーピング質問が記載されています。LEAP-FIは、金融機関が実際の事業活動、資産クラス／金融商
品に応じて、また適切なポートフォリオ集約レベルで、LEAPの「発見」や「診断」フェーズを進めていけ
るように設計されています。LEAP-FIの主要な改善点は、資本の提供者である金融機関には、資本ポートフォ
リオの集約レベルや規模など、自然関連リスク評価のエントリーポイントが異なる可能性が高いことをより
明確に認識した点です。

概要
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図 5a：LEAP-FI	v0.2のスコーピング質問

事業の種類

評価のスコーピング

F1のヒント – 金融機関は、事業のうちの1分野をまず評価するという選択ができます。その後徐々に、事業の全分野を評価するように努めてください。 

金融機関としての事業内容は？

事業内の主な機能単位は？ 

F2のヒント – 金融機関は、自社ビジネスが
LEAPを始めるのに最適なエントリーポイントを、最善の判断で決めてください。2つ、あるいは3つすべての質問を一度に検討するのでも、自社の分析に最も適した順序で1つずつ質問を検討していくのでもよいでしょう。

資金を配分しているのはどのセクター／地域か？
どの資産クラス／金融商品があるのか、またそれが自然と関わりうる接点は？
自社の金融活動はどの生物群系／生態系とどのように接点を持つのか？

F1 エントリーポイントF2

F3のヒント – 金融機関は、集約レベルをもとに、自社の商品／資産クラスに最も適した評価レベルを決めるようにしてください。

金融商品とサービスの集約レベルからして、ビジネスにとってどの程度の評価が実施可能／適切なのか？

分析の種類F3

図 5b：LEAP-FI	v0.2	–	概要

発見する　自然との接点L
診断する　依存関係と影響E

評価する　重要なリスクと機会A
準備する　対応し報告するP

L1
ビジネスのフットプリント

当社の直接の資産とオペレーションはどこにあるのか、当社に関連するバリューチェーン（上流と下流）活動はどこにあるのか？

L2
自然との接点

これらのアクティビティが接点を持っている生物群系や生態系はどれか？
各地域の生態系の現在の完全性と重要性は何か？

L3
優先地域の特定

当社組織が、生態系の完全性が低い、生物多様性の重要性が高い、および／あるいは水ストレスを抱えている地域であると評価された生態系と相互作用しているのはどこか？

L4
セクターの特定

どのセクター、事業部門、バリューチェーン、アセットクラスがこのような優先地域で自然と接点を持つか？

E1
関連する環境資産と生態系サービスの特定

各優先地域で行われている自社のビジネスプロセスと活動は何か？各優先地域でどの環境資産と生態系サービスに依存関係あるいは影響があるか？

E2
依存関係と影響の特定

各優先地域において、当社の事業全体に関わる自然関連の依存関係や影響は何か？

E3
依存関係の分析

各優先地域における自然への依存関係の規模、程度はどの程度か？

E4 影響の分析
各優先地域における自然への影響の規模、程度はどの程度か？

A1
リスクの特定と評価

当社の組織に対応するリスクは何か？

A2
既存リスクの軽減と管理

既存のリスクを軽減・管理するアプローチで、すでに適用しているものは何か？

A3
追加リスクの軽減と管理

追加で検討すべきリスク軽減・管理行動は何か？

A4
重要性の評価

重要なリスクと、TNFDの開示提案に沿って開示すべきリスクは何か？

A5
機会の特定と評価

この評価によって明らかになる、自社のビジネスにとっての自然関連の機会は何か？

P1
戦略とリソース配分

この分析の結果、下すべき戦略とリソース配分の決定は何か？

P2
パフォーマンス測定

どのように目標を設定し進捗度を定義・測定するのか？

ステークホルダー・エンゲージメント（TNFDの開示提案に沿ったもの） 見直しと繰り返し

戦略とリソース配分

開示アクション

P3 報告
TNFD開示提案に沿って、何を開示するのか？

P4 公表
自然に関する開示はどこで、どのように提示するのか？

分析の種類

エントリーポイント

事業の種類

評価のスコーピング
金融機関としての事業内容は？事業内の主な機能単位は？
資金を配分しているのはどのセクター／地域か？
どの資産クラス／金融商品があるのか、またそれが自然と関わりうる接点は？
自社の金融活動はどの生物群系／生態系とどのように接点を持つのか？

金融商品とサービスの集約レベルからして、ビジネスにとってどの程度の評価が実施可能／適切なのか？

F1

F2

F3

さらなる見直しとコメントをいただくために、2月にリリースされる v0.4に LEAP-FIの改訂版が含まれる
予定です。

概要



10

今後のフレームワーク開発における優先分野
2023年 11月の v0.3のリリースに先立ち、当面タスクフォースはフレームワーク開発の次のフェーズで
以下に最優先で取り組みます。
•	 シナリオへの初期アプローチの開発
•	 リスク、機会、対応の評価指標に関するガイダンスと、目標に関する初期ガイダンスを備えた、指標
と目標へのアプローチの継続的な構築

•	 金融機関へのガイダンスを含む、優先されるセクター／領域／生物群系／自然関連問題への個別ガイ
ダンスの開発

•	 自然関連の評価ニーズやデータギャップに対するソリューションを開発するための市場知識と経験を
集約する、データキャタリストの立ち上げと運営

タスクフォースは、TNFDフォーラム、協議ミーティング、ベータ版フレームワークのパイロットテスト
など複数の協議ルートでナレッジパートナーと引き続き協力し、幅広い市場参加者やその他ステークホル
ダーからのフィードバックを得ていきます。

エンゲージメント – TNFD フレームワークの共同作成
TNFDのオープンコンサルテーションの期間は 2023年 6月 1日まで続きます。市場参加者およびその他
のステークホルダーの皆さんには、TNFDより以下をお願いします。
•	 ベータ版フレームワークの見直しとコメント：組織は TNFDオンラインプラットフォームからフレー
ムワーク（草稿版）の確認とフィードバック提供ができます。

•	 フレームワークのパイロットテスト：TNFDのフレームワークが自組織の特定の状況にどのように適
用されるのか確認を希望する企業や金融機関は、個々に、また場合によっては業界グループでフレー
ムワークのパイロットテストを実施することができます。ベータ版 v0.2と併せてリリースされた
TNFDパイロット実施ガイドには、フレームワークの試験的導入に関心がある組織向けの詳細情報が
記載されています。

•	 協議への参加：市場参加者から提供されたフィードバックに基づき、TNFDは新たに提起された主要
テーマ、フレームワークの技術分野について話し合う、あるいは地域別、セクター別のフォーカスグルー
プ・ディスカッションの場を設け、詳細を詰める作業にフィードバック提供者を巻き込んでいきます。

フィードバックは随時受け付けますが、順次更新されていくベータ版フレームワークに対するフィード
バックは、下記に示すスケジュールに沿って評価されます（表 1）。
2023年 9月に最終提言が発表されるまでに、提供の時期を問わず、すべてのフィードバックが検討・評
価されます。
表 1：ベータ版リリース日程と、各版リリースに先立つフィードバック締切日
ベータ版リリース リリース日 このリリースへのフィードバック締切日
v0.1 2022年 3月 15日 2022年 5月 25日	
v0.2 2022月 6月 28日 2022月 9月 23日
v0.3 2022年 11月 2023年 1月 24日
v0.4 2023年 2月 2023年 6月 1日
v1.0（最終版） 2023年 9月

概要
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